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《会長 巻頭言》
大切なことがらを大切なひとから大切なひとへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本比較文化学会会長 山内 信幸
　同志社大学で開催されました第35回日本比較文化学会全国大会を無事に終えて一息つく暇もなく、この１ケ月の間に本学会にとって大切なひとを２人亡くすという悲しい訃報に接しました。以前に副会長を務められた同志社大学・徳島文理大学名誉教授石黒昭博先生と現理事の久留米大学教授崎村弘文先生のご逝去に際し、学会として、心よりご冥福をお祈りし、哀悼の意を表します。
故石黒昭博先生は、ご研究としては、英語・日本語の格の問題と主語論に関心を寄せられてきて、数多くの著作を物されました。また、石黒先生は、高校教員の経験を経て、大学教員になられたこともあり、教育者として、数多くの大学をはじめ、高等・中学校教員の育成にも努めてこられました。
石黒先生には、授業の内外を通して、ときには酒席の場で、教育・研究上の指針となることがらについて、いつも本当にさらっと、しかし非常に示唆的な言い回しで、コメントをいただけたことを記憶しています。先生の「励まし、褒めて、人を育てる」という教育方法は、私を含む、多くの教え子の皆さんにとってバックボーンとなっています。
故崎村弘文先生は、九州支部のご所属でしたので、全国大会の折にお目にかかる程度ではありましたが、以前にご病気で倒れられるまでは、支部会員のなかでも指折りの酒豪として、また、当時では数少ない文学博士の学位をお持ちであった故に、常に上質の研究を目指す姿勢を貫かれ、周りの皆さんから一目おかれる存在でした。
今回記しました学会にとって大切な２人の先生は、教育・研究の面で、多くの大切なことがらを有形・無形の形で伝えてくださいました。残された私たち一人ひとりは、学会にとって大切なひととなるべく、大きな宿題を課していただいたと理解しています。
改めて、お二人の先生方が果たされた本学会へのご貢献に深く感謝申し上げます。
《日本比較文化学会第３５回大会をふりかえって》

日本比較文化学会　関西支部長および

大会準備委員長　北林 利治
６月８日（土）、同志社大学今出川キャンパスに新築された良心館を会場として、日本比較文化学会第35回全国大会が開催されました。約120名の参加者があり、大盛況でした。海外からも、提携学会の韓国日本文化学会、台湾日本語文学会の役員の先生をはじめ、多くの会員の参加をいただきました。
当日は午前８時30分から理事会が開かれた後、９時30分からシンポジアムが開かれました。テーマは「『比較文化学』はどのように教えられているか？―現状と展望」で、山内信幸会長の司会及びコーディネーターの下、海外提携学会からの講師をふくむ５名のパネリストの先生の発表がありました。時間の関係から、フロアとの議論にじゅうぶんな時間がとれませんでしたが、シンポジアムの内容について、あとから、多くの会員から興味深いシンポジアムであったとのお褒めの言葉をいただきました。

総会の後、７つの会場にわかれて、合計41の研究発表が行われ、日頃の研究の成果を披露しました。いずれの発表会場とも活発な質疑応答がありました。

午後４時15分からの総会のあと、４時30分より同志社大学文化情報学部教授の狩野博幸先生による講演「学際的研究の真の精華―伊藤若冲と経済学―」がありました。伊藤若冲研究で著名な、またテレビでもお馴染みの先生のご講演は聴衆を魅了し、35回目の大会にまことにふさわしいご講演で大会を締めくくることができました。
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Ｉ　収入の部

１、資産運用収入

　　　利子 2,000 732

２、会費収入

　　　一般会員 2,075,000 2,199,725

　　　賛助会員 20,000 10,000

３、事業収入

　　　

『比較文化研究』配布収入

10,000 0

４、寄付収入

　　　寄付収入 0 0

５、その他 0 0

　　当期収入合計（A） 2,107,000 2,210,457

ＩＩ　支出の部

１、大会開催関連費

　　第34回大会費 300,000 300,000

　　第34回大会・海外会員補助 50,000 50,000

２、支部運営補助費

　　　支部運営補助費 60,000 60,000

３、『研究』発行費

　　　編集補助費 550,000 558,695

　　　発送費 600,000 938,801

４、会員活動補助費

　　若手研究者海外渡航費補助 150,000 0

５、提携学会交流費 100,000 82,853

６、管理費

　　　事務局費 35,000 1,100

　　　交通費 50,000 23,680

　　　通信費 20,000 3,500

　　　事務費 30,000 0

　　　会議費 100,000 43,890

　　　印刷費 50,000 65,509

　　　ＨＰ管理維持費 50,000 35,070

　　　『会報』編集補助 25,000 26,560

　　　手数料（振込み等） 35,000 37,130

　　　外部委託初期費用 190,000 189,000

　　　外部委託データ管理等業務 380,000 330,103

７、予備費 100,000 0

　　当期支出合計（Ｂ） 2,875,000 2,745,891

　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） -768,000 -535,434

　　前期繰越額（Ｃ） 4,290,614 4,290,614

　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） 3,522,614 3,755,180

　　　　2012年度日本比較文化学会　決算

午後５時45分からは、大会会場から烏丸通りをはさむイタリアンレストランで懇親会を開きました。山内信幸会長の挨拶、提携学会の韓国日本文化学会会長の朴喜南先生、台湾日本語文学会理事長の會秋桂先生のスピーチののち、名誉会長の太田敬雄先生の乾杯のご発声でパーティは始まりました。約80名の参加者をえて、盛大なものとなりました。余興の「日本比較文化学会35年の歩みクイズ」も大好評でした。
大会を支えてくださった関西支部の準備委員の先生方、当日、受付や会場準備で大変お世話になった同志社大学、京都橘大学の学生さんに心から感謝を申し上げます。来年は、九州支部主管です。また来年お会いいたしましょう！
《編集委員会報告》
より質の高い研究誌をめざして
編集委員長　野口 周一
　本年度の編集委員会の総括から、主要な点をご報告いたします。

１．第４回日本比較文化学会奨励賞について

本年度は該当する論考は見受けられませんでした。第１回目から通観いたしますと、該当者は隔年で出ております。委員会では、院生の中で将来性を予感させる者に与えたらどうかという意見が出され、一同共感はしております。

２．編集業務について

(1) 発行日を１ヶ月遅らせることになりました。即ち、関東支部は９月末日発行を10月末日発行といたします。以後、中・四国支部は12月末日、東北支部は２月末日、関西支部は４月末日、九州支部は７月末日、と順次繰り下げました。今まで関西支部は年度末を発行日としていたため、繁忙を極めておりました。今後、多少でも業務軽減になればと願っております。ご理解ください。

(2) 会員は年間２回の掲載に止めることになりました（共著を含めて）。これは論文の質の高さを求め、粗製乱造にならにようにするための措置です。年間とは、関東支部編集号から始め、九州支部編集号までといたします。

３．比較文化学の構築に向けて

　最後になりましたが、本学会の趣旨からいたしますと、ある分野からの投稿論文を他分野の研究者が読めないようでは問題であります。かつての『比較文化研究』の「規定」には「本誌は専門外の人も読むことを念頭において、わかりやすい文章を心掛けるように望む」とありました。今後、この文言を復活させるべく検討をかさねていきたいと考えております。

《総会報告》
事務局長　長谷部 陽一郎

2013年６月８日（土）午後４時15分より、第35回全国大会の会場となった同志社大学今出川キャンパス良心館304教室において総会が開催されました。同日午前中に開催された理事会の議を受け、2012年度事業報告、2012年度決算報告、および監査報告が行われ承認されました（下記決算表を参照）。続いて2013年度事業計画について報告され、2013年度の予算が承認されました（下記予算表を参照）。また、会計事務局（業務委託先）の所在地変更と、第36回全国大会（シンポジウム題目：「明るい未来社会構築のための比較文化的基盤研究に向けて」）が九州支部の所管で2014年６月14日（土）に開催されることについて、報告承認されました。
　　＊2012-2013年度会計報告は、《支部報告》の次（p.7）に掲載しております。
《支部報告》

東北支部

＊[お知らせ]　関東•東北支部合同大会

日時: 2013年９月28日（土）14:30から
場所: 東京未来大学 ３階会議室
プログラム詳細については、学会ホームページをご覧ください。
支部長　佐藤 和博
関東支部

＊[報告]　2012年度３月例会、総会
日時：2013年３月９日（土）　14:00~18:00

場所：創価大学国際交流センター２階208教室
プログラム
１．開会の辞　関東支部長　近藤 俊明（東京未来大学）
2． 研究発表
(1) 広本 勝也（慶応義塾大学）「シルヴィア・プラス--告白詩人の挑発--」
(2) 高橋 貴之（（株）公務員試験協会）「（試論）大学生が就職活動時に見出す『物語』-公益性の高い鉄道事業を希望する大学生の意識の断面--」
(3) 前田 浩（新島学園短期大学）「映画『赤毛のアン』におけるフルネームの使用」
3． 閉会挨拶　前関東支部長　野口 周一（湘北短期大学）
2012年度関東支部総会
1． 事務局報告　関東支部事務局長　鈴井 宣行（創価大学）
2． 報告に関する質疑応答
　議題１　2012年度決算報告に関して
　議題２　関東支部論文集出版について、など
　議題３　その他
４．総会閉会の挨拶　議長　花澤 聖子（神田外語大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　近藤 俊明
中部支部
＊[報告]　2012年度第２回中部支部総会（2013年３月）
・12年度の活動報告と13年度の活動計画の審議　　・現役員全員の継続を承認
＊[報告]　第1回支部役員会（４月20日）、於：浜松市研修センター）
・役員会、研究会日程の協議・・・９月、２月
・メーリングリストの作成、中部支部特色、充実等の方策を協議
＊[報告]　第２回支部役員会（５月25日、常葉学園サテライトキャンパス）
・研究発表会の日程と名称の変更
　　日程：９月から10月５日（土）に変更

会場：浜松学院大学（浜松市）
中部支部大会：基調講演、シンポジュウム、自由研究発表

・支部の会員増その他充実方策を継続して検討
＊[お知らせ]
１．研究発表会（中部支部大会）日程の変更について
日時：2013年10月５日　

場所：浜松学院大学
２．中部支部ニュース３号発行（2013年５月30日）
３．第３回中部支部役員会（９月22日開催、於：クリエート浜松）
支部長　岡本 武昭

関西支部
＊[報告]　３月例会
　　　日時：2013年３月９日(土)　14:30～17:00
場所：同志社大学今出川キャンパス神学館地下１番教室
プログラム
１．研究発表

(1) 玉垣 あゆ（名古屋大学）　「セネカ悲劇『フェニキアの女たち』における兄と弟」
(2) ルッケル瀬本阿矢（滋賀県立大学）「上田静栄のシュルレアリスムの受容に関する認知詩学的
考察--『海に投げた花』を中心に--」
２．講演
浅井 雅志先生（京都橘大学教授）「異文化理解『熱』の原点--『菊と刀』論争を中心に--」

＊[お知らせ]

本年度は10月、12月（３支部合同例会）、３月に例会を予定しております。関西支部に所属され、研究発表をご希望の方は、ふるってご応募いただきますようお願い申し上げます
支部長　北林 利治

中国・四国支部

＊[報告]

昨年度は、全国大会、３支部大会、支部大会（春）に加え、韓国と台湾協定学会参加が主な行事であった。支部大会においては、山内会長並びに中川先生（関西所属）のご協力を得て、約100名という参加者を得て、実施することがきた。
＊[お知らせ]  ２学会共同研究発表会（日本放送芸術学会・日本比較文化学会中四国支部大会共催）

　　　日時：2013年９月28日（土）12:30～

　　　場所：高知大学

プログラム
１．開会の辞　　奥村 訓代（高知大学教授、日本比較文化学会副会長）　 

２．基調講演　  吉村 領「高知の魅力・ザ　漫画」　
３．研究発表

（部会１）司会　山本 浩 

(1) 栗山 緑（広島大学大学院）「日本人の『あし』の文化的考察」 

(2) 大槻 捷夫（日本放送芸術学会）「土佐の絵金--ことばの力・映像のちから--」 

(3) 近藤 晴夫（日本放送芸術学会）「京都・丹波DO！たんぱRadioの制作について」 

(4) 梶原 雄（同志社大学）「日本アニメ映像の韓国語吹き替え版に関する一考察」

（部会２）司会　山下 明昭 

(1) 塚本 美穂（京都外国語大学大学院）「アメリカン・ガールの人気と販売戦略」 

(2) まんだふおゆんちめぐ（京都大学大学院）「英語の単純過去形とそれに対応するモンゴル語の
過去形」 

(3) 任 籟（広島大学大学院）「管茶山の詠物詩における比較研究」 

(4) 花岡 慧（京都大学大学院）「ゲルマン語における全称数量詞の共通性と相違性」 

４．閉会の辞　山本 浩（日本放送芸術学会会長）
＊[その他報告]

学会誌に関しては、6月の全国大会原稿を主に扱う関係で投稿数が多いのが特徴である。なお、それに伴う査読委員不足が喫緊の課題となっている。
会員の動向については、人数は少しずつ増加の傾向にあるのだが、院生の短期的な入会と発表が気がかりであり、問題点である。

＊[お知らせ]

上記以外にも、全国大会や3支部大会に加え協定学会（台湾）参加、および2回（春・秋）の支部大会を予定している。また、春は2014年２月か３月に愛媛大学で「坊ちゃんの湯」大会を予定している。
支部長　奥村 訓代
九州支部

＊[報告]　第25回九州支部大会
日時：2013年３月９日

場所：久留米大学

プログラム

(1)岩下 祥子（九州大学大学院博士課程）「尾形亀之助の詩型についての一考察」
(2) 松原 留美（九州大学比較社会文化学府博士課程）「宮澤賢治とゲイリー・スナイダーの自然
観」
(3)山根 祥子（九州大学大学院博士課程）「A. Daudetと作家たち」
(4)何 啓華（実践大学）「日本においてのペスタロッチ教授法」
(5) 林 裕二（西南女学院大学）「雪国（川端康成）とその英訳（Seidensticker）の比較--呼称につ
いて--」
(6) 武富 利亜（九州大学大学院博士課程）「カズオ・イシグロのThe Unconsoledおける父親--父
子関係と祖父孫関係を比較して--」
(7) 樋口 真己（西南女学院大学）「大学開放の現状と課題--地域生涯学習としての公開講座の取
り組みを中心に--」
(8) 中村 茂徳（西南女学院）「H.D.ローンズリィ牧師に関する一考察--湖水地方での地域貢献活
動--」　

(9) 八尋 春海（西南女学院大学）「日本の英語教育における口語英語の取扱いについて」
＊[その他報告]　 

九州支部では今年度に入って、不幸な出来事が続いています。副支部長の北村賢介先生が、３月にまだ若くしてご病気のために九州大学を退職され同時に本学会も退会されました。また、学会理事の崎村弘文先生は、やはり若くして６月にご病気で亡くなられました。今年に入って他の２名の支部役員も病気療養中となり、当分の間は寂しい思いをしながらの支部運営が続きます。お二人には、一日も早く病気が快復し元気で支部運営に戻っていただきたいと願っております。

　今年度の支部大会は、現時点では2014年３月１日に福岡県内の会場ということで調整中です。正式に決まり次第、学会のホームページに掲載いたします。支部会員には郵送でもお知らせいたします。

支部長　八尋 春海

《2012年度決算・2013年度予算報告》
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Ｉ　収入の部

１、資産運用収入

　　　利子 2,000

２、会費収入

　　　一般会員 2,200,000

　　　賛助会員 20,000

３、事業収入

　　　

『比較文化研究』配布収入

10,000

４、寄付収入

　　　寄付収入 0

５、その他 0

　　当期収入合計（A） 2,232,000

ＩＩ　支出の部

１、大会開催関連費

　　第35回大会費 300,000

　　第35回大会・海外会員補助 50,000

２、支部運営補助費

　　　支部運営補助費 60,00010,000円×6支部

３、『研究』発行費

　　　編集補助費 550,000

　　　発送費 900,000

外部委託による発送作業費を含む

４、会員活動補助費

　　若手研究者海外渡航費補助 150,000

５、提携学会交流費 100,000

６、管理費

　　　事務局費 35,000

　　　交通費 50,000

　　　通信費 20,000

　　　業務委託費 380,000

　　　会議費 100,000

　　　印刷費 50,000

　　　ＨＰ管理維持費 50,000

　　　『会報』編集補助 25,000

　　　手数料（振込み等） 35,000

７、予備費 100,000

　　当期支出合計（Ｂ） 2,955,000

　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） -723,000

　　前期繰越額（Ｃ） 3,755,180

　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） 3,032,180

　　　　2013年度日本比較文化学会　予算


《事務局より》

　事務局長　長谷部 陽一郎
　本６月８日に同志社大学で開催された第35回大会では開催校委員としても運営に携わりました。京都市内、御所の北側にございます今出川校地では、昨年大規模なキャンパス拡張が行われ、今回の大会の会場も新たなキャンパスの中心的建物である良心館で行われました。新しい施設に私自身慣れないこともあり、会場校として行き届かない部分も多々あったかと存じます。しかしながら、会員の皆様のご協力のおかげで何とか成功裏に終了することができました。この場をお借りしてあらためて御礼申し上げます。次回の大会は九州支部の所管となりますが、引き続き事務局としての準備を進めてまいりたいと存じます。大会への参加については、従来通りウェブサイトを通じて研究発表募集を行いますので、時期が参りましたらぜひ奮ってご応募ください。
○会員情報更新のお願い
住所不明により学会誌や会報をお届けできない会員の方がいらっしゃいます。就職、転勤等によるお引越の際には忘れずに会員調査書に新情報をご記入の上、下記アドレスまでお送りください。なお会員調査書は学会ウェブサイトよりダウンロードしていただけます。
＜日本比較文化学会ウェブサイト入会・会員情報変更＞
http://hikakubunka.jp/?page_id=97

＜入会申込書・会員調査書送付先＞
あゆみコーポレーション（業務委託先） hikakubunka@a-youme.jp

○会費納入のお願い
会費の納入にいつもご協力いただき感謝いたします。２年以上未納（学生会員については１年以上）の場合には会員資格を失うことになりますのでご注意ください。
＜会費振込情報＞
・年会費：一般会員 5,000円、学生会員: 3,000円
・郵便振替口座番号：02570-6-8921　　　

・加入者名:日本比較文化学会
・他金融機関からの振込用口座番号：二五九（ニゴキユウ）店（259） 当座　0008921
・振り込みの際には、所属支部と何年度分の会費であるかを明記してください。
� EMBED Excel.Sheet.12  ���
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[image: image4.emf]科　　　　目 2012年度予算 2012年度決算

Ｉ　収入の部

１、資産運用収入

　　　利子 2,000 732

２、会費収入

　　　一般会員 2,075,000 2,199,725

　　　賛助会員 20,000 10,000

３、事業収入

　　　

『比較文化研究』配布収入

10,000 0

４、寄付収入

　　　寄付収入 0 0

５、その他 0 0

　　当期収入合計（A） 2,107,000 2,210,457

ＩＩ　支出の部

１、大会開催関連費

　　第34回大会費 300,000 300,000

　　第34回大会・海外会員補助 50,000 50,000

２、支部運営補助費

　　　支部運営補助費 60,000 60,000

３、『研究』発行費

　　　編集補助費 550,000 558,695

　　　発送費 600,000 938,801

４、会員活動補助費

　　若手研究者海外渡航費補助 150,000 0

５、提携学会交流費 100,000 82,853

６、管理費

　　　事務局費 35,000 1,100

　　　交通費 50,000 23,680

　　　通信費 20,000 3,500

　　　事務費 30,000 0

　　　会議費 100,000 43,890

　　　印刷費 50,000 65,509

　　　ＨＰ管理維持費 50,000 35,070

　　　『会報』編集補助 25,000 26,560

　　　手数料（振込み等） 35,000 37,130

　　　外部委託初期費用 190,000 189,000

　　　外部委託データ管理等業務 380,000 330,103

７、予備費 100,000 0

　　当期支出合計（Ｂ） 2,875,000 2,745,891

　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） -768,000 -535,434

　　前期繰越額（Ｃ） 4,290,614 4,290,614

　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） 3,522,614 3,755,180

　　　　2012年度日本比較文化学会　決算

2012決算

		　　　　2012年度日本比較文化学会　決算 ネンド ニホン ヒカク ブンカ ガッカイ ケッサン

		科　　　　目 カ メ		2012年度予算 ネンド ヨサン		2012年度決算 ネンド ケッサン



		Ｉ　収入の部 シュウニュウ ブ

		１、資産運用収入 シサン ウンヨウ シュウニュウ

		　　　利子 リシ		2,000		732



		２、会費収入 カイヒ シュウニュウ

		　　　一般会員 イッパン カイイン		2,075,000		2,199,725

		　　　賛助会員 サンジョ カイイン		20,000		10,000



		３、事業収入 ジギョウ シュウニュウ

		　　　『比較文化研究』配布収入 ヒカク ブンカ ケンキュウ ハイフ シュウニュウ		10,000		0



		４、寄付収入 キフ シュウニュウ

		　　　寄付収入 キフ シュウニュウ		0		0



		５、その他 タ		0		0

		　　当期収入合計（A） トウキ シュウニュウ ゴウケイ		2,107,000		2,210,457



		ＩＩ　支出の部 シシュツ ブ

		１、大会開催関連費 タイカイ カイサイ カンレン ヒ

		　　第34回大会費 ダイ カイ タイカイ ヒ		300,000		300,000

		　　第34回大会・海外会員補助 ダイ カイ タイカイ カイガイ カイイン ホジョ		50,000		50,000



		２、支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ

		　　　支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ		60,000		60,000



		３、『研究』発行費 ケンキュウ ハッコウ ヒ

		　　　編集補助費 ヘンシュウ ホジョ ヒ		550,000		558,695

		　　　発送費 ハッソウ ヒ		600,000		938,801



		４、会員活動補助費 カイイン カツドウ ホジョヒ

		　　若手研究者海外渡航費補助 ワカテ ケンキュウシャ カイガイ トコウ ヒ ホジョ		150,000		0



		５、提携学会交流費 テイケイ ガッカイ コウリュウヒ		100,000		82,853



		６、管理費 カンリヒ

		　　　事務局費 ジムキョク ヒ		35,000		1,100

		　　　交通費 コウツウヒ		50,000		23,680

		　　　通信費 ツウシンヒ		20,000		3,500

		　　　事務費 ジム ヒ		30,000		0

		　　　会議費 カイギヒ		100,000		43,890

		　　　印刷費 インサツ ヒ		50,000		65,509

		　　　ＨＰ管理維持費 カンリ イジヒ		50,000		35,070

		　　　『会報』編集補助 カイホウ ヘンシュウ ホジョ		25,000		26,560

		　　　手数料（振込み等） テスウリョウ フリコ トウ		35,000		37,130

		　　　外部委託初期費用 ガイブ イタク ショキ ヒヨウ		190,000		189,000

		　　　外部委託データ管理等業務 ガイブ イタク カンリ ナド ギョウム		380,000		330,103



		７、予備費 ヨビヒ		100,000		0



		　　当期支出合計（Ｂ） トウキ シシュツ ゴウケイ		2,875,000		2,745,891



		　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） トウキ シュウシ サガク		-768,000		-535,434

		　　前期繰越額（Ｃ） ゼンキ クリコシ ガク		4,290,614		4,290,614

		　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） ジキ クリコシ ガク		3,522,614		3,755,180

						 





2013予算

		　　　　2013年度日本比較文化学会　予算 ネンド ニホン ヒカク ブンカ ガッカイ ヨサン

		科　　　　目 カ メ		2013年度予算 ネンド ヨサン		摘要 テキヨウ



		Ｉ　収入の部 シュウニュウ ブ

		１、資産運用収入 シサン ウンヨウ シュウニュウ

		　　　利子 リシ		2,000



		２、会費収入 カイヒ シュウニュウ

		　　　一般会員 イッパン カイイン		2,200,000

		　　　賛助会員 サンジョ カイイン		20,000



		３、事業収入 ジギョウ シュウニュウ

		　　　『比較文化研究』配布収入 ヒカク ブンカ ケンキュウ ハイフ シュウニュウ		10,000



		４、寄付収入 キフ シュウニュウ

		　　　寄付収入 キフ シュウニュウ		0



		５、その他 タ		0

		　　当期収入合計（A） トウキ シュウニュウ ゴウケイ		2,232,000



		ＩＩ　支出の部 シシュツ ブ

		１、大会開催関連費 タイカイ カイサイ カンレン ヒ

		　　第35回大会費 ダイ カイ タイカイ ヒ		300,000

		　　第35回大会・海外会員補助 ダイ カイ タイカイ カイガイ カイイン ホジョ		50,000



		２、支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ

		　　　支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ		60,000		10,000円×6支部 エン シブ



		３、『研究』発行費 ケンキュウ ハッコウ ヒ

		　　　編集補助費 ヘンシュウ ホジョ ヒ		550,000

		　　　発送費 ハッソウ ヒ		900,000		外部委託による発送作業費を含む ガイブ イタク ハッソウ サギョウ ヒ フク



		４、会員活動補助費 カイイン カツドウ ホジョヒ

		　　若手研究者海外渡航費補助 ワカテ ケンキュウシャ カイガイ トコウ ヒ ホジョ		150,000



		５、提携学会交流費 テイケイ ガッカイ コウリュウヒ		100,000



		６、管理費 カンリヒ

		　　　事務局費 ジムキョク ヒ		35,000

		　　　交通費 コウツウヒ		50,000

		　　　通信費 ツウシンヒ		20,000

		　　　業務委託費 ギョウム イタク ヒ		380,000

		　　　会議費 カイギヒ		100,000

		　　　印刷費 インサツ ヒ		50,000

		　　　ＨＰ管理維持費 カンリ イジヒ		50,000

		　　　『会報』編集補助 カイホウ ヘンシュウ ホジョ		25,000

		　　　手数料（振込み等） テスウリョウ フリコ トウ		35,000



		７、予備費 ヨビヒ		100,000



		　　当期支出合計（Ｂ） トウキ シシュツ ゴウケイ		2,955,000



		　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） トウキ シュウシ サガク		-723,000

		　　前期繰越額（Ｃ） ゼンキ クリコシ ガク		3,755,180

		　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） ジキ クリコシ ガク		3,032,180

						 






2012決算

		　　　　2012年度日本比較文化学会　決算 ネンド ニホン ヒカク ブンカ ガッカイ ケッサン						　　　　2013年度日本比較文化学会　予算 ネンド ニホン ヒカク ブンカ ガッカイ ヨサン

		科　　　　目 カ メ		2012年度予算 ネンド ヨサン		2012年度決算 ネンド ケッサン		科　　　　目 カ メ		2013年度予算 ネンド ヨサン		摘要 テキヨウ



		Ｉ　収入の部 シュウニュウ ブ						Ｉ　収入の部 シュウニュウ ブ

		１、資産運用収入 シサン ウンヨウ シュウニュウ						１、資産運用収入 シサン ウンヨウ シュウニュウ

		　　　利子 リシ		2,000		732		　　　利子 リシ		2,000



		２、会費収入 カイヒ シュウニュウ						２、会費収入 カイヒ シュウニュウ

		　　　一般会員 イッパン カイイン		2,075,000		2,199,725		　　　一般会員 イッパン カイイン		2,200,000

		　　　賛助会員 サンジョ カイイン		20,000		10,000		　　　賛助会員 サンジョ カイイン		20,000



		３、事業収入 ジギョウ シュウニュウ						３、事業収入 ジギョウ シュウニュウ

		　　　『比較文化研究』配布収入 ヒカク ブンカ ケンキュウ ハイフ シュウニュウ		10,000		0		　　　『比較文化研究』配布収入 ヒカク ブンカ ケンキュウ ハイフ シュウニュウ		10,000



		４、寄付収入 キフ シュウニュウ						４、寄付収入 キフ シュウニュウ

		　　　寄付収入 キフ シュウニュウ		0		0		　　　寄付収入 キフ シュウニュウ		0



		５、その他 タ		0		0		５、その他 タ		0

		　　当期収入合計（A） トウキ シュウニュウ ゴウケイ		2,107,000		2,210,457		　　当期収入合計（A） トウキ シュウニュウ ゴウケイ		2,232,000



		ＩＩ　支出の部 シシュツ ブ						ＩＩ　支出の部 シシュツ ブ

		１、大会開催関連費 タイカイ カイサイ カンレン ヒ						１、大会開催関連費 タイカイ カイサイ カンレン ヒ

		　　第34回大会費 ダイ カイ タイカイ ヒ		300,000		300,000		　　第35回大会費 ダイ カイ タイカイ ヒ		300,000

		　　第34回大会・海外会員補助 ダイ カイ タイカイ カイガイ カイイン ホジョ		50,000		50,000		　　第35回大会・海外会員補助 ダイ カイ タイカイ カイガイ カイイン ホジョ		50,000



		２、支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ						２、支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ

		　　　支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ		60,000		60,000		　　　支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ		60,000		10,000円×6支部 エン シブ



		３、『研究』発行費 ケンキュウ ハッコウ ヒ						３、『研究』発行費 ケンキュウ ハッコウ ヒ

		　　　編集補助費 ヘンシュウ ホジョ ヒ		550,000		558,695		　　　編集補助費 ヘンシュウ ホジョ ヒ		550,000

		　　　発送費 ハッソウ ヒ		600,000		938,801		　　　発送費 ハッソウ ヒ		900,000		外部委託による発送作業費を含む ガイブ イタク ハッソウ サギョウ ヒ フク



		４、会員活動補助費 カイイン カツドウ ホジョヒ						４、会員活動補助費 カイイン カツドウ ホジョヒ

		　　若手研究者海外渡航費補助 ワカテ ケンキュウシャ カイガイ トコウ ヒ ホジョ		150,000		0		　　若手研究者海外渡航費補助 ワカテ ケンキュウシャ カイガイ トコウ ヒ ホジョ		150,000



		５、提携学会交流費 テイケイ ガッカイ コウリュウヒ		100,000		82,853		５、提携学会交流費 テイケイ ガッカイ コウリュウヒ		100,000



		６、管理費 カンリヒ						６、管理費 カンリヒ

		　　　事務局費 ジムキョク ヒ		35,000		1,100		　　　事務局費 ジムキョク ヒ		35,000

		　　　交通費 コウツウヒ		50,000		23,680		　　　交通費 コウツウヒ		50,000

		　　　通信費 ツウシンヒ		20,000		3,500		　　　通信費 ツウシンヒ		20,000

		　　　事務費 ジム ヒ		30,000		0		　　　業務委託費 ギョウム イタク ヒ		380,000

		　　　会議費 カイギヒ		100,000		43,890		　　　会議費 カイギヒ		100,000

		　　　印刷費 インサツ ヒ		50,000		65,509		　　　印刷費 インサツ ヒ		50,000

		　　　ＨＰ管理維持費 カンリ イジヒ		50,000		35,070		　　　ＨＰ管理維持費 カンリ イジヒ		50,000

		　　　『会報』編集補助 カイホウ ヘンシュウ ホジョ		25,000		26,560		　　　『会報』編集補助 カイホウ ヘンシュウ ホジョ		25,000

		　　　手数料（振込み等） テスウリョウ フリコ トウ		35,000		37,130		　　　手数料（振込み等） テスウリョウ フリコ トウ		35,000

		　　　外部委託初期費用 ガイブ イタク ショキ ヒヨウ		190,000		189,000

		　　　外部委託データ管理等業務 ガイブ イタク カンリ ナド ギョウム		380,000		330,103		７、予備費 ヨビヒ		100,000



		７、予備費 ヨビヒ		100,000		0		　　当期支出合計（Ｂ） トウキ シシュツ ゴウケイ		2,955,000



		　　当期支出合計（Ｂ） トウキ シシュツ ゴウケイ		2,875,000		2,745,891		　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） トウキ シュウシ サガク		-723,000

								　　前期繰越額（Ｃ） ゼンキ クリコシ ガク		3,755,180

		　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） トウキ シュウシ サガク		-768,000		-535,434		　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） ジキ クリコシ ガク		3,032,180

		　　前期繰越額（Ｃ） ゼンキ クリコシ ガク		4,290,614		4,290,614

		　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） ジキ クリコシ ガク		3,522,614		3,755,180

						 





2013予算

		　　　　2013年度日本比較文化学会　予算 ネンド ニホン ヒカク ブンカ ガッカイ ヨサン

		科　　　　目 カ メ		2013年度予算 ネンド ヨサン		摘要 テキヨウ



		Ｉ　収入の部 シュウニュウ ブ

		１、資産運用収入 シサン ウンヨウ シュウニュウ

		　　　利子 リシ		2,000



		２、会費収入 カイヒ シュウニュウ

		　　　一般会員 イッパン カイイン		2,200,000

		　　　賛助会員 サンジョ カイイン		20,000



		３、事業収入 ジギョウ シュウニュウ

		　　　『比較文化研究』配布収入 ヒカク ブンカ ケンキュウ ハイフ シュウニュウ		10,000



		４、寄付収入 キフ シュウニュウ

		　　　寄付収入 キフ シュウニュウ		0



		５、その他 タ		0

		　　当期収入合計（A） トウキ シュウニュウ ゴウケイ		2,232,000



		ＩＩ　支出の部 シシュツ ブ

		１、大会開催関連費 タイカイ カイサイ カンレン ヒ

		　　第35回大会費 ダイ カイ タイカイ ヒ		300,000

		　　第35回大会・海外会員補助 ダイ カイ タイカイ カイガイ カイイン ホジョ		50,000



		２、支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ

		　　　支部運営補助費 シブ ウンエイ ホジョ ヒ		60,000		10,000円×6支部 エン シブ



		３、『研究』発行費 ケンキュウ ハッコウ ヒ

		　　　編集補助費 ヘンシュウ ホジョ ヒ		550,000

		　　　発送費 ハッソウ ヒ		900,000		外部委託による発送作業費を含む ガイブ イタク ハッソウ サギョウ ヒ フク



		４、会員活動補助費 カイイン カツドウ ホジョヒ

		　　若手研究者海外渡航費補助 ワカテ ケンキュウシャ カイガイ トコウ ヒ ホジョ		150,000



		５、提携学会交流費 テイケイ ガッカイ コウリュウヒ		100,000



		６、管理費 カンリヒ

		　　　事務局費 ジムキョク ヒ		35,000

		　　　交通費 コウツウヒ		50,000

		　　　通信費 ツウシンヒ		20,000

		　　　業務委託費 ギョウム イタク ヒ		380,000

		　　　会議費 カイギヒ		100,000

		　　　印刷費 インサツ ヒ		50,000

		　　　ＨＰ管理維持費 カンリ イジヒ		50,000

		　　　『会報』編集補助 カイホウ ヘンシュウ ホジョ		25,000

		　　　手数料（振込み等） テスウリョウ フリコ トウ		35,000



		７、予備費 ヨビヒ		100,000



		　　当期支出合計（Ｂ） トウキ シシュツ ゴウケイ		2,955,000



		　　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） トウキ シュウシ サガク		-723,000

		　　前期繰越額（Ｃ） ゼンキ クリコシ ガク		3,755,180

		　　次期繰越額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） ジキ クリコシ ガク		3,032,180

						 






